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1	 はじめに	

スポーツ競技では，審判に注目が集まる機会が多

くある．アウトやファールの判定では，間近で目撃して

いた審判にその判断が委ねられることも多い．そのよ

うなスポーツ競技の審判で高いパフォーマンスが求

められる種類のひとつにサッカーがある．サッカーは

広大なフィールドを 22 人の選手が駆け回るため，サ

ッカーの主審(以下，レフェリー)も一緒に走り回る必

要があるためである．また，サッカーは世界的に人気

のあるスポーツで，テレビやラジオを通して試合が中

継されることが多いために，公平性の高い判断への

プレッシャーが高く，試合場での雰囲気がレフェリー

のくだす判断に影響を及ぼすこともある[1]．	
近年では，レフェリーの公平性の高い判断を支援

するために，様々な ICT が導入されている．2018 年

のワールドカップロシア大会では，ビデオアシスタント

レフェリー制度が導入されている[2]．ビデオアシスタ

ントレフェリー制度とは，フィールド外でモニター監視

をしているビデオアシスタントレフェリーがビデオ判定

を必要と判断した場合に，レフェリーに伝える取り組

みのことである．この制度は国際サッカー評議会によ

り 972試合に試験的に導入され，約 3試合に 1回で

判定にビデオアシスタントレフェリーが判定に関わり，

試合を停止する時間は１試合平均時間 55 秒即ちサ

ッカーの試合時間の約 1%しかなく，さらに判定の正

確さ 93%から 98.8%へと向上したとされている [3]．こ

のようにレフェリーの判断を助けるシステムや制度は

充実し続けているが，現状では円滑な試合運びのた

めに，フィールド上にレフェリーは欠かせないと考えら

れる．また，そのような状況にも関わらず，フィールド

上のレフェリーの冷静な判断をサポートするための

ICTについてはあまり検討されていない．	

本研究では，レフェリーの冷静な判断をサポートす

る ICT を検討するため，レフェリーの試合中における

運動量・心拍状況を計測し，レフェリーの判断との関

連性を定量的・定性的に分析する．	

	

2	 関連研究	

吉田ら[3]はサッカー審判員の活動形態とファ
ウルの判定精度について検討している．その内

容は，サッカー2 級審判員を対象に試合中の移動

距離，移動速度，心拍数の変化の分析と試合中

のファウルの判定精度について調査し，2	級審

判員の技能向上に資する知見について調査して

いる．その一方で，レフェリーの判断と生理指

標との関係性について明らかにする試みは見当

たらない．	

	

3	 調査	

3.1	 目的	

 本研究では，心拍・走行速度・ケイデンス・ストライ

ド・走行距離・体温・消費カロリーの 7 つの生理指標

と，判定に対する望ましさ・判定する瞬間の自身の緊

張感・ファウルが起きた時の試合の雰囲気・判定した

ファウルが見易かったかという試合後の主観評価に

関連性があるのかについて調査する．	

3.2	 調査対象	

本研究では，一般社団法人関西サッカー協会及

び，関西学生サッカーリーグ主催	2017 年度	第 95

回	関西学生サッカーリーグ	1 部	前期	2017 年 4

月 30 日(日)	大阪体育大学-大阪経済大学の 1 試

合を対象とする．		

3.2	 計測内容	

生理状態の計測には Polar 社の V800	GPS スポ

ーツウォッチ[5]・H7 心拍センサー[6]・ストライドセンサ

ー	BLUETOOTH® ︎	SMART[7]を用いて測定する．また試

合中における各判定に対して，判定に対する望まし

さ・判定する瞬間の自身の緊張感・ファウルが起きた

時の試合の雰囲気・判定したファウルが見易かった

かを試合を担当したレフェリーが判定を振り返り自身

の主観でビジュアルアナログスケールを用いて評価

(0〜100mm)する．また，判定回数をカウントし，図 1

に示すフィールドでの回数をカウントする．	
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図 1：フィールドの区分分け 

 
また、本研究においてファウルとはレフェリーが笛

を鳴らし直接フリーキック(ペナルティキックを含む)を

与えた事象，もしくは主審が起こった事象に対しアド

バンテージを適用しシグナルを示した事象に限ること

とする．	
 

3.3	 実験手順	

まず，レフェリーが生理指標計測のための機器を

装着して試合に参加する．後日，レフェリー自身が試

合映像を振り返り，主観評価に関するアンケートに回

答する．	

	

3.4	 結果	

計測したデータについて，生理指標データを説明

変数，主観評価データを目的変数とする探索的な重

回帰分析を実施した結果を図 2，3，4 に示す．図 2

から，に対する望ましさに関しては，走行距離，ストラ

イド，判断回数が関連していることがわかる．図 3 か

らは，ファウル時の試合の雰囲気はケイデンスとの関

連性が高いことがわかる．また，図 4 からは，ファウル

のみやすさに走行距離・ストライドが影響を与えてい

ることがわかる．	

	

	
図 2：判定に対する望ましさについての重回帰分析

の結果 
 

	
図 3：ファウルが起きた時の試合の雰囲気についての

重回帰分析の結果 

 

	
図 4：判定したファウルの見易さについての重回帰分

析の結果 
	

4	 今後の予定	

今後は，計測データを増やし分析結果の信憑性を

高め，レフェリーを支援するシステムの開発につなげ

る予定である． 
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